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1 序文

21世紀になってもなお、信仰告白を重んじ聖書に忠実なキリスト者たちの間で、神の国におい
て、社会において、家庭と結婚において、性別が違いをもたらすのかという問題が感情的に議論
されているのは、驚くべきことではないでしょうか。あまりに激しいので、まるで福音の根本的
な真理や聖書の権威が問われているのかと思うほどです。まず言っておきます。男性と女性は確か
に異なります。それは疑問の余地がありません。しかし明らかにしなければならないのは、こう
いうことです。男性には女性に対して、指導的な、あるいは優先的な地位が与えられているのでし
ょうか。そして、そこから、女性は男性も教会も教えたり指導したりしてはならない、という結
論になるのでしょうか。

事実として、教会はこの問題に絶えず直面しています。つまり、女性と男性が集まるたびに直面す
るのです。その意味で、この問題は二次的なものではありません。ある人々にとっては、指導し
教える権限は男性にあります。別の人々にとっては、どちらの性別であるかは何の違いももたら
しません。一つの教会でこの二つの見方を両方とも実践することは、ほとんど、あるいはまった
く不可能です。ですから私たちは、もう一度聖書のテキストに立ち返らなければなりません。も
う何度もそうしてきたのですが。それでも、もう一度試みてみましょう。
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神学者であり言語学者でもあるフィリップ・B・ペインは、私たちを聖書を巡る短い旅に連れて行
ってくれます。この問題について彼に考えを改めさせたのは、聖書でした。その理由をお読みく
ださい。彼はこの問題について何冊かの本を書いています。1 いまあなたが手にしているこの小冊
子には、2015年に雑誌 Priscilla Papers2 に掲載された論文が収められています。このドイツ語版
のための著者の序文（「私の遍歴」）では、いくつかの比較的新しい発見が取り上げられています。

この小冊子の題名は、どの立場が主張されているかをはっきり示しています。それは、平等主義の
理解する創造の秩序を短くまとめたものです。すなわち、男性と女性は同等の権利を持ち、同等
の責任を負っているということです。性別に基づく階層的な不平等はすべて、福音に反するもの
として、聖書的でないとして退けられます。

目を引くことがあります。英語圏では近年、かつていわゆる補完主義の男女観を主張していた男
性たちによる本が出版されています（巻末の推薦図書を参照）。この見方によれば、教会で指導し
教えてよいのは男性だけです。しかしこれらの著者たちは、その後、補完主義の見方を完全に捨
てました。彼らにとって、聖書が唯一の基準です。彼らは、現代社会に何が好まれるか、どうす
れば文化に迎合できるかを問うたのではありません。むしろ、聖書に何度も問いかけ、研究した
のです。その結果は一致していました。聖書は、無条件に、男女の平等を教えているということで
す。あらゆる関係において。あらゆる場所で。あらゆる時代に。エデンの秘密は、両方の性がそ
れぞれ異なる強みを持ち寄ることにありました。エバは、同等の権利を持つ対等なパートナーと
して、アダムに欠けているものを補います。そしてもちろん、その逆も同じです。

男性と女性を序列で考えることを終わらせる時が来ています。その考え方はキリスト教的な色合
いを帯びてはいますが、古代の世俗的な文化に由来するものです。たとえそれが何世紀にもわた
って聖書の真理として示されてきたとしてもです。キリストにあって、それは決定的に終わりを告
げました。キリストによる救いの秩序は、もともとの創造の秩序を回復し、古代から現代に至る
までのあらゆる社会的差別を終わらせました。永遠に。教会において、新しい創造において、性
別の違いは、もはや不利益、分離、上位や下位に置かれることの理由にはなりません。奴隷と主
人の違い、ユダヤ人と異邦人の違いについても同じことが言えます。すべての人は、ありのまま
の自分であり続けます。けれども教会の中では、こうした特徴はもはや何の違いももたらしませ
ん。たとえ社会の中では、文化や国によって、残念ながら今なおある程度は違いをもたらしてい
るとしてもです。

補完主義の見方を持ち、それを生きている方であっても、一度、先入観を持たずにフィリップ・
B・ペインの考えをたどってみていただけたらと思います。

私自身も、数年前に考えを変えなければならなかった者の一人です。継続的で集中的な聖書研究
のゆえにです。私はイエスを愛し、聖書を愛し、50年近く聖書を学んできました。私は自分の歩
みを一冊の本にまとめ、ホームページには、無料でダウンロードできるさらなる資料を集めまし
た。www.frauen-vergebt-uns.de

フィリップ・B・ペインの言葉に入る前に申し上げます。これほど多くの激しい感情をかき立てる
問題は、ほとんどありません。だれもが、神とそのみことばの前で「それぞれ自分の心の中で確
信を持ちなさい」（ローマ14:5）。しかし明らかに、事態はそれほど一義的ではありません。いく
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つかの箇所では、前提を置かなければならず、その前提がこちらの方向へ、あるいはあちらの方
向へと導くのです。ですから、すべての人に向けて呼びかけます。冷静さを保ち、耳を傾け、よく
考え、議論をしっかりと根拠づけ、灰色のところ――つまり一義的でないところ――で白黒をつ
けるような考え方をしないようにしましょう。私たちが基準とすべきなのは、聖書全体の証言で
あって、二つか三つの節だけではありません。

私たちがこの問題についての真理を、私たちの救い主であり神であるお方の口から聞く日が来ま
す。私はそれを楽しみにしています。そのとき私たちは、自分自身についても申し開きをしなけれ
ばなりません。そのときに誤りだと判明したことは、もはや償うことができません。

Hans-Jörg Ronsdorf、アウクスブルク、2023年6月

2 私の遍歴

私が育った教会は、男性だけによって指導されていました。しかし私の最大の心配は、自分が永
遠のいのちを持てるかどうかということでした。カリフォルニア州マウント・ハーモンのレッド
ウッド・キャンプで、このことをユースリーダーに打ち明けたとき、彼は私にヨハネの福音書3章
16節を読ませ、それから、イエスを信じているかと尋ねました。私は「はい」と答えました。す
ると彼は「あなたは永遠のいのちを持つだろうか」と尋ねました。私は「それが問題なのです。
わからないのです」と答えました。彼は「もう一度読んでごらん」と言いました。それから同じ
二つの質問が続き、私も同じ二つの答えを返しました。彼は再び「もう一度読んでごらん」と言
いました。今度こそ、ついに私にはわかりました。「御子を信じる者は、滅びることなく、永遠の
いのちを持つ」――これは神の約束なのです。私はひざまずいて祈りました。「父よ、あなたの約
束を信じないことで、あなたを偽り者にしてしまったことをお赦しください。」私は救いの確信の
喜びに満たされました。その喜びは、それ以来一度も私から離れたことがありません。偽ること
のない神（テトス1:2）の約束に基づいているからです。私は早くから、神の書かれたみことばが
真実で信頼できるものであることがどれほど大切かを学びました。

フランスでオペレーション・モビライゼーション（OM）に参加していたとき、私は、目の見えな
い少年ジョエル（Joel）がイエスに信頼して喜びによって変えられるのを目の当たりにしました。
私は医学を学ぶ代わりに、宣教団体TEAM（The Evangelical Alliance Mission）とともに14か月
間日本へ行きました。私の牧師であったカシオカ先生は、日本の福音派に最も必要なのは新約聖
書学の博士号を持つ人であり、できればケンブリッジ大学で博士号を取った人だ、と言いまし
た。そこで私は、米国のトリニティ神学校（Trinity Evangelical Divinity School）で学んだ後、ケ
ンブリッジで博士課程を始めました。私の博士論文は、聖書の無誤性に対するある異論を扱うも
のでした。それは、私が神学校での教育から答えを得られなかった唯一の異論でした。種を蒔く
人のたとえの解き明かしは矛盾しているように見えます。そこでは「種はことばです」とも、「こ
れらは蒔かれる人たちのことです」とも言われているからです。私は、この見かけ上の食い違い
が、アラム語の動詞「蒔く」の誤解に起因していることを発見しました。ギリシア語では、「蒔か
れる」ものは種です。アラム語では、通常、種を蒔かれるのは土地です。ですから「これらは蒔か
れる人たちのことです」は、人々を、種を受け入れるさまざまな種類の土地にたとえているので
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す。「蒔かれる」のこの用法は、種を蒔く人のたとえの解き明かしがアラム語からギリシア語に翻
訳されたことを示しています。したがって、この解き明かしはギリシア語を話す教会によって作り
出されたはずはなく、イエスにさかのぼるものであることの証拠となります。この発見は、New
Testament Studies 26（1979-80）、564-568頁に発表されました。

ケンブリッジに着いて間もなく、ある講師が「新約聖書のどの箇所も、その本来の文脈において
理解されるならば、女性の奉仕を制限してはいない」と主張しました。私は、テモテへの手紙第
一2章12節は女性が男性を教えることを禁じていると思っていたので、思わず「それは違う！」と
叫びそうになりました。その夜、私はテモテへの手紙第一をギリシア語で読み、彼が間違ってい
ることの証拠を見つけようとしました。しかし、一か月以上にわたってこの手紙をギリシア語で
繰り返し読んだ後、私は気づきました。この手紙の事実上すべての文が、最初の段落で偽教師に
ついて挙げられている問題を扱っているのです。さらに、この手紙は偽教師に惑わされた者とし
て、女性だけを挙げています。この特別な状況の中では、パウロが女性に教える権威を奪い取る
ことを禁じているのは、まったく納得のいくことです。テモテへの手紙第一2章12節の文言とその
歴史的な文脈は、当時エペソの教会で起こっていた危機に対する指示にぴったり合っています。

テモテへの手紙第一2章12節を、女性が男性を教えることの一般的な禁止と理解すると、聖書の残
りの部分――とりわけパウロの手紙――と調和させることが非常に難しくなります。パウロは繰
り返し、「女性」や「すべての人」や「だれでも」に、教えること、あるいは預言することを命じ
ています（コリント第一11:5; 14:5, 24, 26, 31, 39、コロサイ3:16、テモテ第一3:1-2、テトス
2:3、テモテ第二2:2。ヘブル3:1, 12; 5:12も参照）。パウロは、男性を教えた多くの女性を高く評
価しています（ローマ16:1-12、使徒18:1-7, 26）。その中には、ユウオディアとシンティケ（ピリ
ピ4:2）や、テモテの祖母ロイスと母ユニケ（テモテ第二1:5）がいます。彼女たちはテモテに「幼
いころから」聖書を教えました（テモテ第二3:15）。この教えがいつか終わったことを示唆するも
のは何もありません。パウロの同労者ルカは、預言していたピリポの四人の娘たちについて書い
ています（使徒21:8-9）。マタイの福音書28章19-20節にあるイエスの宣教命令は、教会全体に
（ルカ24:33, 47-53参照）、男性にも女性にも向けられています。「ですから、あなたがたは行っ
て、あらゆる国の人々を弟子としなさい。父、子、聖霊の名において彼らにバプテスマを授け、
わたしがあなたがたに命じておいた、すべてのことを守るように教えなさい。」神は、霊感による
聖書を女性を通しても啓示されました（出エジプト15:21、士師5:2-31、サムエル第一2:1-10;
25:24-31、箴言31章、ルカ1:25, 42-55）。これらすべてが示しています。パウロがテモテへの手紙
第一2章12節を、女性が男性を教えることの一般的な禁止として意図したということ――あるいは
聖霊がこの節をその意味で霊感したということ――は、非常にありそうにないことなのです。

2.1 新しい発見の四つの例

後に私は、女性の奉仕を制限していると私が考えていたほかの箇所も調べました。その結果、そ
れらについても私が誤解していたことがわかりました。ここに四つの例を挙げます。その中に
は、この小冊子で後に続く要約論文が2015年に発表されて以降に私が得た新しい発見も含まれて
います。
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1) テモテへの手紙第一2章15節は、女性が子どもを産むことによって救われると教えているので
はありません。パウロは、その前の二つの節で、エバが欺かれて堕落したことを扱う創世記3章13
節に言及しています。それに続くのが創世記3章15節です。「女の子孫」が蛇の頭を打ち砕くので
す。パウロはテモテへの手紙第一2章15節で、堕落に対する同じ解毒剤を挙げています。「しか
し、各人はその出産（tês teknogonias）によって（dia）救われます。」この救いは、その直前の
堕落への言及とはっきりと対照をなしており、続く条件「もし彼らが信仰と愛と聖さにとどまる
なら」にも完全に合っています。「各人」という主語だけが、単数の動詞（「救われます」）から複
数（「もし彼らが……とどまるなら」）への変化を説明できます。パウロの手紙のほかのすべての
箇所で、「救う」（sôzô）とその関連語は霊的な救いを指しています。コリント人への手紙第一15
章2節で、パウロはまったく同じ構文（sôzôの受動態＋dia＋属格）を用いて、救いの手段を挙げ
ています。「福音によって救われる」。さらに、パウロ以前のギリシア文献に見られるteknogonia
の三つの用例はすべて、一人の子どもの誕生を指しています。子どもを産むこと一般を指している
ものは一つもありません。「その出産」には冠詞が付いています。テモテへの手紙第一では、単数
の名詞の前に冠詞が付いている例が61回あります。そのうちの55の冠詞は、明らかに特定の、個
別のものを指しています。明らかに一般的な意味で用いられているのは、ただ一つだけです（テモ
テ第一4:8）。ですから、「その出産」を特定の出産を指すものと理解するのが自然です。どの出産
が救いの手段なのでしょうか。イエスの誕生だけです！

一般的な手紙の読者がこのヒントを理解できただろうかと疑問に思う人もいます。しかし、これ
は一般的な手紙ではありません。パウロはこの手紙を特に「テモテへ」（1:2）、つまり十分な教育
を受けた自分の使者に宛てて書きました。それは、手紙全体にわたって「あなた」（二人称単数）
という呼びかけの形が数多く用いられていることからも裏づけられます。テモテ第一1:3（2回）、
18（3回）、19; 3:14（2回）、15; 4:6（4回）、7（3回）、11（2回）、12（2回）、13、14（3回）、15
（3回）、16（7回）; 5:1（2回）、3、7、11、18、19、20、21（2回）、22（4回）、23（3回）; 6:2
（2回）、11（3回）、12（4回）、13、14、17、20（2回）。テモテは説教者であり（コリント第二
1:19）、パウロの使者であり（コリント第一4:17; 16:10、テサロニケ第一3:2, 6、テモテ第一・第
二）、同労者であって（ローマ16:21）、パウロは自分の多くの手紙の第1節で彼を自分の書記とし
て挙げています。テモテは、コリント人への手紙第二、ピリピ人への手紙とコロサイ人への手
紙、テサロニケ人への手紙第一と第二、そしてピレモンへの手紙を書き記しました。テモテは確
かに、この文脈で「出産によって救われる」がイエスを指していることを理解できたはずです。

2) 結婚における貞節を表すギリシア語の言い回しには、二つの形があります。「一人の妻の夫」
（たとえばテモテ第一3:2）と「一人の夫の妻」（たとえばテモテ第一5:9）です。しかし、貞節な
パートナーが男性である可能性もある場合には、ギリシア語の用法では「一人の妻の夫」という
形が求められました。ティモシー・フライバーグ（Timothy Friberg）は、新約聖書の中に、女性
を含まなければならない、あるいは含むことのできる文法上の男性形を7,500から8,000数えてい
ます（ほぼ一文に一つです！）。ヨハネス・クリュソストモス（Johannes Chrysostomus）はこの
ことを理解していました。それは、テモテへの手紙第一3章についての彼の第11説教（PG 62,545
以下）に表れています。そこで彼はテモテへの手紙第一3章12節についてこう書いています。「執
事は一人の妻の夫でなければならない。このことは女性の執事についても言われるべきである。」
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クリュソストモスは、女性は男性に劣ると考えていましたが（NPNF1 12:151.4）、「一人の妻の
夫」というギリシア語の言い回しが、男性にも女性にも同じように当てはまることを認めていま
した。ちょうど私たちの「一夫一婦制」という言葉と同じです。したがって、「一人の妻の夫」と
いう表現は、女性を監督（テモテ第一3:2）、長老（テトス1:6）、執事（テモテ第一3:12）の職か

ら締め出すものではありません。

3) テトスへの手紙2章3節によれば、「女性の長老」は聖所での奉仕にふさわしくふるまい、……
「良いことを教える者」であるべきです。パウロの言い回しは、「女性の長老」にぴったり合って
います。ですから、聖書は女性の長老に言及していない、と主張すべきではありません。「女性の
長老」を表す語presbytidasは、後に「女性の長老」の任命を禁じるために用いられたのと同じ語
です。3 パウロは、女性の長老を言い表すために、「良いことを教える者」（kalodidaskalous）と

いう語を造りました。 テトスへの手紙2章4-5節には、女性の長老が何を教えるべきかの例が続き
ます。この列挙はもちろん網羅的なものではありません。しかし、これらの節のどこにも、女性
の長老は若い女性しか教えてはならない、と述べたり示唆したりしているところはありません。

4) ペテロの手紙第一3章7節には主動詞がありません。しかし「同じように」は、ペテロが「従い
なさい」を意味していたことを前提としています。こうして、その前にある三つの、従うようにと
いう勧めとの並行関係が生まれます。

「主のゆえに、人が立てたすべての権威に従いなさい」（2:13）

「しもべたちよ、尊敬の心を尽くして主人に従いなさい」（2:18）

「同じように［homoiôs］、妻たちよ、自分の夫に従いなさい」（3:1）

ですから、ペテロの手紙第一3章7節はこう命じています。「同じように［homoiôs］、夫たちよ、
妻に従いなさい。妻と理解をもって共に暮らし、妻を、より弱い女性の［BDAG 208、gynaikeios
「女性の」。「共同の相続人」と結びつくことで、彼女が尊いものであることを示唆している］器
として認め、いのちの恵みの賜物を共に受け継ぐ者として、妻に尊敬を惜しみなく注ぎなさい。そ
うすれば、あなたがたの祈りが妨げられません。」

長年の間、私は自分の発見を公表しませんでした。それが教会の分裂を招くのではないかと恐れ
たからです。妻と私が福音自由教会（Evangelical Free Church）の宣教師として日本で働いてい
たとき、私は主に、私が自分の発見を公表することを主が望んでおられるかどうかを、はっきり
示してくださるよう願いました。この祈りから24時間以内に、三つのことが起こりました。米国
福音自由教会の総裁A・T・オルソン（A. T. Olson）が、私の研究成果を公表するよう求めてきま
した。私たちの牧師会の議長が、教会の指導における女性について論文を書くよう求めてきまし
た。そして、ダグラス・J・ムー（Douglas J. Moo）の論文が私の手元に届きました。4 その70頁
には、「女性が欺かれやすいことが、女性を公の教えに携わることから遠ざけている……女性が生
まれつき適していない活動というものがあるのだ」と書かれていました。これらのはっきりとし
た祈りへの答えによって、私は論文でムーに応答する自由を得ました。5 数えきれないほど多くの
人々が、私の出版物によって女性たちが実り豊かな奉仕へと解き放たれたことを証ししてくれま
した。それに加えて、世界中の、また多くのキリスト教の伝統に属する学者たちの賛同も得まし
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た。これらすべてが、私にこのうえなくはっきりと確信させてくれました。神は本当に私を公表
へと導かれたのだ、と。

50年にわたる研究を経た今も、私は、聖書の原典の中に女性の奉仕を制限する箇所を一つも見い

だしていません。私の研究は、聖書がその教えるすべてにおいて誤りがないという私の信頼を強

めてくれました。私たちの権威は、私たちの文化ではなく、聖書なのです。

2.2 男女の平等は重要なことでしょうか

多くの人々は、奴隷制に対して聖書に基づく異議を唱えませんでした。それが教会を分裂させる
のではないかと恐れたからです。しかし今、教会は、奴隷制と闘わなかったことが恐ろしい過ち
であったと認めています。私たちは人種間の和解のために力を尽くし、人種差別による不正を告
発しています。神は女性に対しても正義を求めておられます。神は、あらゆる性別の階層に潜んで
いるえこひいきに反対しておられます。そして、この階層が歴史を通じて引き起こしてきた女性へ

の抑圧に反対しておられます。ですから、これは決してささいな問題ではありません。伝道にとっ

て、福音の宣教にとって、キリストの御国の前進にとって重要なのです。さらにこの問題は、私

たちが愛と敬意をもって他者、とりわけ結婚においてどう接するかにも影響します。

この問題が重要なのは、聖書がすべての人に対して権威を持つ神のことばだからです。真理は、注
意深い分析という骨の折れる作業に値します。聖書の不正確な翻訳と、特定の箇所の誤解を招く
解釈が、女性に対する虐待に加担してきました。その結果、とりわけ、何百万もの人々が教会に背
を向けてしまいました。さらに何百万もの人々が、聖書は女性を隷属させていると誤って思い込
み、聖書を憎んでいます。聖書の中で指導的な役割を担った女性の数多くの例は、神が女性に奉
仕のための賜物を与え、奉仕へと導いておられることを証明しています。女性の奉仕を制限する
人々は、教会を貧しくしています。彼らは福音の宣教を制限し、聖霊による女性の賜物と召しに
逆らい、男女の同等の権利を表している聖書の多くの原則に反して行動しているのです。

3 聖書は男女の平等6を教えている

聖書は性別の問題について一貫していないのでしょうか。多くの高名な福音派の学者たちは、聖
書は男女の平等と性別による役割の両方を肯定しており、その二つの間には緊張関係があると考
えています。私たちは、聖書のテキストに無理を強いることなく、聖書の一貫した立場に到達す
ることができるでしょうか。良い釈義を組織神学の祭壇にささげなければならないのでしょう
か。確かに、良い釈義と良い組織神学は手を携えて進むものです。私は何十年にもわたって、祈
りのうちに、性別をテーマとするテキストの見かけ上の矛盾と格闘してきました。そして、聖書
のテキストそのものが私の理解を変えたのだと、正直に言うことができます。創造から新しい創
造に至るまで、教会と結婚における性別についての聖書のメッセージは、一貫して男女の平等を
肯定しています。
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3.1 旧約聖書における女性

3.1.1 創造における女性と堕落後の女性

創世記は示しています。神は人間を、男性の指導の下にではなく、平等な性として創造されまし
た。7 創世記は、男性と女性が等しく神のかたちに創造され、共に地を治める者とされていると教
えています（創世記1:26-27）。彼らの平等は、神の前での霊的な立場に限られるものではなく、
地を治めることにも及んでいます。神は男と女を祝福し、28節で二人ともに命じられました。「生
めよ。増えよ。地に満ちよ。地を従えよ。……地の上を這うすべての生き物を支配せよ。」

創造の物語の構造は、女性の創造において頂点に達します。女性は、自分にふさわしいパートナ
ーを求める男性の必要を満たします（2:18, 20）。テキストは、女性が男性のʿezer kĕnegĕdôとし
て創造されたと述べています。文字どおりに訳せば「彼に対応する力」です。残念ながら、ここで
ʿezerという語はしばしば「助け手」（Helfer）と訳されます。この語は英語でもドイツ語でも、目
下の者や召使いを含意してしまいます。しかし聖書の中でʿezerは、決して「召使い」という意味
での「助け手」を表すことはなく、ほとんど常に、神をご自分の民の救い主、力、あるいは勢力
として描いています。8 聖書ヘブル語の権威ある辞書は、ʿezerの聖書における意味として「助け、
支え、力、強さ」を挙げていますが、「助け手」は挙げていません。9 ʿezerは三度、軍事的な保護
者を描いています。10 これらの箇所のどの文脈からも、ʿezerとしての神や女性が男性に従属して
いると結論づけることはできません。11

二つ目の語kĕnegĕdôは、kĕ（～のように）＋negĕd（前に）＋ô（彼の）から成り、「彼の前にい
るかのように」という意味です。negĕdと関連する名詞Nāgîdは、前に立つ人物を指し、「（ヤハウ
ェによって）指導者と宣言された者」を意味します。12 ですから、ʿezerと同じくkĕnegĕdôも、目
下の者というよりは、むしろ目上の者か対等な者を指しています。創世記2章のʿezer kĕnegĕdôと
いう表現のどこにも、神が女性を男性の従属的な助け手として創造されたことを示すものはあり
ません。それどころか、この表現は彼女の強さを際立たせています。彼女は男性の同等の権利を
持つパートナーであり、彼を孤独から救い出します。彼女は彼の対となる存在です。すなわち、
地を治めるにあたって彼を補う、彼の伴侶であり友です。彼女は彼を完全なものとし、こうして
二人は共に実を結び、地を守ることができるのです。

ほかの点でも、創世記の創造の記事は、男性に女性より高い地位や大きな権威をどこにも認めて
いません。13 それどころか、一貫して二人の平等を強調しています。神は女性を男性の脇から造
り、男性は悟ります。「これこそ、ついに私の骨からの骨、私の肉からの肉」（2:23）。二人は同じ
実質を持っているからです（2:21-23）。「父と母」は、序列の違いなく並べて挙げられています
（2:24）。結婚において、二人は「結ばれ」、「一体」となります（2:24）。二人とも裸であって、
恥ずかしいと思いません。道徳的な無垢を共有しているのです（2:25）。二人は共に誘惑を受け、
神の命令に背きます（3:6）。二人とも自分たちが裸であることを知り、覆いを縫い合わせます
（3:7）。二人とも神から身を隠します（3:8）。これは、二人とも神に従わなかったことを恥じて
いることを示しています。二人とも責任を転嫁します（3:12-13）。神は二人に直接語りかけ、それ
ぞれの罪の具体的な結果を告げられます（3:9-13, 16-19）。二人とも自分自身の行いに責任を負っ
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ています。ですから創世記2-3章は、男女の平等を描いているのであって、男性に女性に対する権
威を与える「創造の秩序」14を描いているのではありません。

男性が女性を支配することは、神の本来の計画には含まれていません。男性の支配が最初に言及
されるのは創世記3章16節であり、そこでそれは堕落の直接の結果として示されています。「彼は
あなたを支配することになる。」男性の階層を支持する著名な人々でさえ、これが「あるべきこと
についての規定ではない」ことを認めています。15 堕落のほかのあらゆる結果と同じく、それは
悪い方向への変化です。男性は創造のときからすでにかしらであるという自分たちの理論とこれ
を調和させるために、階層の支持者たちはこう主張します。創世記3章16節で問題になっているの
は、愛のない支配が始まったことであって、女性に対する男性の支配一般ではない、と。16 しか
しテキストは、愛のない男性の支配だけが堕落の結果だとは言っていません。男性の支配そのも
のが堕落の結果だと言っているのです。創世記3章16節には、「支配する」を表す、群を抜いて最
もよく使われる語が用いられています。この語は、それ自体では悪い支配を思わせるものではあ
りません。この語は神の支配にさえ用いられています。神の支配は確かに悪い支配ではありませ
ん！ 聖書ヘブル語の二つの大きな辞書は、旧約聖書におけるこの語のすべての用例を分析してい
ますが、否定的な意味を一つも挙げていません。17 この語は悪い支配を含意しているのではな
く、単に「支配」を意味しているのです。女性に対する男性の支配そのものが堕落の結果なので
すから、堕落の前に男性が女性を支配していたはずはありません。最良の状況のもとでさえ、女
性に対する男性の支配は、ある実際的な結果をもたらします。神が創造のときに男性と同等に女
性に与えられた権威が、女性から取り去られてしまうのです。さらに、多くの男性が、その堕落し
た性質のために、自分の権威ある立場を女性を虐待するために用いてきました。神が、蛇の頭を
打ち砕くと約束された女の子孫であるキリスト（創世記3:15）は、堕落に打ち勝たれました。

ですから私たちは、堕落の悲劇的な結果を助長するのではなく、それに抵抗すべきです。そこに
は、女性に対する男性の支配も含まれます。

3.1.2 旧約聖書のほかの箇所における女性

旧約聖書は、男性を指導した多くの女性をたたえています。その中には妻であり母である女性た
ちもいます。旧約聖書は、神の祝福のもとで指導した女性たちを示しています。彼女たちの性別が
それにふさわしくなかったとは、どこにも示唆されていません。女預言者ミリアムは、イスラエ
ルを導くために神から遣わされています（ミカ6:4。出エジプト15:20-21参照）。デボラは、「主が
起こされ」、「イスラエルを敵の手から救った」さばきつかさたちの一人であり（士師2:16, 18;
4:10, 14, 24; 5:1-31）、女預言者であり、全イスラエルの最高指導者でした（4:4-5）。妻であり母
であった彼女は（5:7）、イスラエルの軍司令官バラクに「行け！」と命じる権限を持っており
（4:6, 14）、彼は出て行きました。二人は共有された権威のもとでよく協力しました。彼は軍の司
令官として、彼女は最高司令官としてです。王妃エステルは、ハマンの家と75,000人のユダヤ人の
敵の滅亡をもたらすだけの影響力を持っていました（エステル7:1-10; 9:1-32）。モルデカイと共
に、彼女は「全権をもって書き記した……エステルの命令が、これらの規定を確定した」のです
（9:29-32）。聖書は、シェバの女王（列王第一10:1-13、歴代第二9:1-12）とカルデアの王妃（ダ
ニエル5:10-12）をたたえています。「王妃（女王）」を表すヘブル語は、単に「王」に女性形の語
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尾を付けたものです。「王」の語根から出た称号を持つ人物の中で、聖書の中でもっぱら称賛さ
れ、一度も批判されていないのは三人だけです。それがこの三人の女性です。ユダの王たちの記録
では、常に王母、すなわち王たちの母親が言及されるか、名前を挙げられています（エレミヤ
13:18; 29:2、列王第二24:15参照）。その中には、王座に着いていたバテ・シェバ（列王第一2:17-
19）、マアカ（列王第一15:2, 10, 13）、ネフシュタ（列王第二24:8）がいます。

失われたと思われていた律法の書が見つかったとき、祭司たちはそれについて女預言者フルダに
伺いを立て、彼女の霊的な指導に服しました。王、長老たち、預言者たち、そして民を含むイス
ラエルの指導者たちは、彼女のことばを神から啓示されたものとして受け入れました（列王第二
22:14-23:3、歴代第二34:22-32）。イスラエルの男性の指導者たちは、一人の女性が語った神のこ
とばに従ったのです。それが、おそらくイスラエルの歴史上最大のリバイバルを引き起こしまし
た（列王第二22:14-23:25、歴代第二34:29-35:19）。

旧約聖書のどのテキストも、神が特別な事情があったからにすぎないとして、女性に男性に対す
るそのような政治的あるいは宗教的な権威を許されたとは言っていません。また、これらの例が
聖書の原則の例外として描かれているところもありません。確かに、イスラエルの二人の女性支
配者は悪い者でした。アタルヤ（列王第二11:1-3、歴代第二22:10-12）とイゼベル（列王第一
18:4）です。しかし、イスラエルの王たちの大半もそうでした。聖書は、彼女たちも、ほかのイ
スラエルの女性指導者も、男性に対する権威は女性にふさわしくないという理由で批判してはい
ません。それどころか、旧約聖書は、宗教的・政治的な指導的立場にある女性を当たり前のこと
として描いています。

旧約聖書において、女性が一度も就かなかった重要な社会的・宗教的指導職がただ一つありま
す。祭司職です。その理由は明らかです。いくつかの異教の祭儀では、女祭司が売春や祭儀的な性
の儀式と結びついていました。申命記23章18節はそれを禁じています。神はご自分の民に対し
て、周囲の諸民族の不道徳な慣習に従っているかのような外見さえ与えることを、繰り返し禁じ
られました。18 女祭司がいれば、まさにそのような外見を与えてしまったことでしょう。しかし
旧約聖書の理想は、イスラエルの民全体が「祭司の王国、聖なる国民」となることでした（出エ
ジプト19:6）。イザヤ書61章6節は、神の民全体が祭司となる時を予告しています。「あなたがたは
主の祭司と呼ばれ、私たちの神に仕える者と言われる。」神は、新約の教会において、ご自分の民
全体の祭司職を実現されました（ペテロ第一2:9）。

旧約聖書の預言者たちは、神が女性により大きな預言的役割を考えておられることを告げまし
た。モーセはこう書きました。「主の民がみな預言者となり、主が彼らの上にご自分の霊を与えら
れるとよいのに」（民数11:29）。ヨエルは神のご意図を告げ知らせました。「わたしは、すべての
人にわたしの霊を注ぐ。あなたがたの息子や娘は預言する……その日、わたしは、男奴隷にも女
奴隷にも、わたしの霊を注ぐ」（ヨエル3:1-2）。これは五旬節に成就した約束です（使徒2:14-
21）。

神は、あらゆる預言的な務めの中でも最大の務めのためにさえ、女性を用いられました。彼女た
ちを通して、霊感による聖書の重要な部分を語られたのです。その中には、ミリアムの歌（出エジ
プト15:21）とデボラの歌（士師5:2-31）、そしてハンナの祈り（サムエル第一2:1-10）がありま
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す。新約聖書においても、神はこのようにして女性を通して語られました。エリサベツの歌（ルカ
1:25, 42-45）と、聖書についての最初のキリスト教的解釈であるマリアの賛歌（マグニフィカト）
です（ルカ1:46-55）。ですから神は、女性が男性を指導することを決して排除されませんでした。
それどころか、女性を世俗の指導の務めにも霊的な指導の務めにも召されたのです。

3.2 イエスと女性たち

イエスは、そのすべてのことばと行いによって私たちに模範を示されました。イエスは女性を男
性と平等な者として扱い、決して従属的な者として、あるいは役割を制限された者として扱われま
せんでした（マタイ12:49-50; 15:38; 25:31-46、マルコ3:34-35、ルカ8:21; 11:27-28）。イエスが
女性を同等の権利を持つ者として扱われたことは、当時の法的、社会的、宗教的な慣習に反する
ものでした。姦淫や離婚のように女性の権利が制限されていた法的な事柄において、イエスは男
性と女性を同じように扱われました。女性を男性より知性も道徳性も劣るとみなす社会の中で、
イエスは女性の知性と霊的な能力を尊重されました。そのことは、イエスがまず女性たちに、た
とえばサマリアの女（ヨハネ4:10-26）やマルタ（ヨハネ11:25-26）に教えられた偉大な霊的真理
に表れています。

女性が宗教教育を受けることがよしとされなかった文化の中で、イエスは女性たちが自分の弟子
となるよう励まされました。たとえば、マリアが「主の足もとに座って、主のことばに聞き入っ
ていた」とき――それは弟子の姿勢であり立場です――、イエスは彼女を力づけられました。「マ
リアはその良いほうを選びました。それが彼女から取り上げられることはありません」（ルカ
10:38-42）。19 イエスの時代の弟子たちは、ラビの教えを伝えるために訓練を受け、通常は自分自
身も教師になったということについては、広く意見が一致しています。しかし、ラビの弟子は常
に男性でした。イエスは男性の弟子にも女性の弟子にも教えられました。それは、女性も男性も
信仰の教師にしようというイエスのご意図を示しています。

確かにイエスは、もともとの十二使徒の集団には男性だけを選ばれました。彼らは初代教会にお
いて非常に尊敬される指導的役割を担っていました。それによってイエスは、女性を教会の指導
から締め出されたのでしょうか。いいえ。男性を使徒に選んだというだけでは、論理的に言っ
て、自由人のユダヤ人を使徒に選んだことが異邦人や奴隷を教会の指導から締め出さないのと同
じく、女性を教会の指導から締め出すことにはなりません。いずれにせよ、初代教会で最も影響
力のあった二人の指導者は、イエスの兄弟ヤコブ（使徒15:13、ガラテヤ1:19）20とパウロでし
た。二人とも十二人には属していませんでしたが、使徒でした。そして一人の女性も使徒でした。
ユニアです。21 十二人の枠の外にいたほかの使徒たちも教会の指導において重要な立場にあった
のに、なぜ十二人だけが教会の指導についての私たちの唯一の基準でなければならないのでしょ
うか。

それでは、なぜイエスは、もともとの十二使徒に男性だけを選び、女性を選ばれなかったのでし
ょうか。新約聖書はその理由を挙げていません。しかしおそらくイエスは、二つの理由で男性を
選ばれたのでしょう。つまずきを与えないためと、象徴的な対応関係をつくるためです。もしイ
エスが、とりわけ荒野やゲツセマネの園のような場所での夜の集まりに女性を連れて行かれたな
ら、道徳的な疑いを招いたことでしょう。しかもイエスに対してだけでなく、教会がその誠実さ
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に頼ることになる十二人に対してもです。さらに、イエスが十二人の自由人のユダヤ人男性を任命
されたことは、イスラエルの十二人の息子たち、あるいは十二部族に対応しており、「新しい、あ
るいは刷新されたイスラエル」としての教会の象徴性を強めるものでした。加えて、イエスが女
性の弟子たちをも選ばれたこと（上記参照）は、十二人の男性の使徒を選ぶことによって、女性
を教会の指導から締め出そうとはされなかったことを示しています。

イエスはまた、女性が男性に福音を宣べ伝えることを妨げられませんでした。最初のキリスト教
の宣教者は、一人のサマリア人の女性でした。「さて、その町の多くのサマリア人が、その女の証
しのことばによってイエスを信じた」（ヨハネ4:39。4:28-42参照）。復活されたキリストが最初に
会いに行かれた人は、マグダラのマリアでした。キリストは彼女に、ご自分の復活と、父なる神
のもとへの間近に迫った昇天についての福音を告げ知らせるよう命じられました（ヨハネ20:14-
18）。「使徒」とは単に「遣わされた者」という意味ですから、キリストは彼女を使徒たちへの使
徒に任命された、と言うのがふさわしいでしょう。キリストは指導を、へりくだって仕える指導
として新たに定義されました（たとえばヨハネ13:3-17）。キリストに仕える中でのそのような指
導は、少なくとも男性にふさわしいのと同じくらい、女性にもふさわしいものです。

3.3 パウロと女性たち――平等の擁護者

パウロは三つの仕方で男女の平等を肯定しています。彼は、男性と肩を並べて奉仕に携わる同労
者として女性たちの名を挙げています。彼は、そこから男女の平等が導かれる多くの神学的真理
を主張しています。そして彼は、男女の平等をはっきりと強調しています。

3.3.1 奉仕に携わる女性たちについてのパウロの承認

ローマ人への手紙16章1-16節で、パウロは多くの人々に名前を挙げてあいさつを送っています。
そのうち10人を、彼はキリスト教の奉仕における同労者として言い表しています。その10人のう
ち7人が女性です。「ケンクレアにある教会の女性執事」（16:1）であり、「私自身を含む多くの
人々の長22」（16:2）であるフィベ。「使徒たちの間で際立っている」（16:7）23ユニア。「キリス
ト・イエスにある私の同労者」（16:3。ピリピ4:3参照）プリスカ。そして「主にあって熱心に」働
いたマリア、トリファイナ、トリフォサ、ペルシスです（16:6, 12）。コリント人への手紙第一16
章16節で、パウロは信者たちに「すべての同労者に従う」よう求めています。テサロニケ人への
手紙第一5章12節では、「あなたがたの間で労苦している人々」が「主にあってあなたがたを指導
し、訓戒している人々」と言い表されています。いくら強調しても足りないのは、パウロがこれら
の女性たちを単に信者として列挙しているのではなく、奉仕における指導者として挙げているとい
うことです。パウロはこの段落で多くの信者にあいさつを送っていますが、奉仕における指導者
として言い表しているのは10人だけで、そのうち7人が女性なのです。3人の男性は、アキラ、ア
ンドロニコ、ウルバノです。初めの二人は妻と一緒に挙げられており、そのことは夫婦が共有して
いた権威を際立たせています。パウロが公の共同体の指導者の中にこれほど高い割合の女性を挙
げていることは、古代ギリシア文学の全歴史の中で類例がありません。それは、初代教会におい

て女性たちが、当時の文化にとって異例と言えるほどの程度で指導していたことを示しています。
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3.3.2 パウロの神学から男女の平等が導かれる

パウロは、男性と女性が等しく「神のかたちに創造され」ており、等しく「キリストにある」者
であることを確認しています。二人には地を治めることが委ねられ、二人とも創造の命令と神の
祝福を受けました。彼の神学の多くの原則が、二人の平等を必然的に含んでいます。仕える指
導、教会と結婚における「互いに従うこと」、キリストのからだの一致、全信徒祭司性、すべての
人への御霊の賜物、キリストにある自由、すでに始まっている終わりの時、新しい創造、そして
キリストにあっては「男と女の区別はない」という言明です。24

3.3.3 男女の平等についてのパウロの明確な肯定

二つの箇所（ガラテヤ3:28とコリント第一11:11）で、パウロは、女性と男性が教会生活において
同等の権利を持っていることをはっきりと支持しています。

ガラテヤ人への手紙2章11節-3章28節で、彼は強調しています。教会の中である社会集団が――女
性という集団も含めて――不平等に扱われるなら、それは福音に反する、と。彼はユダヤ人キリ
スト者たちを、名指しで使徒ペテロも含めて、非難しています。彼らは異邦人キリスト者を対等な
者として扱わず、彼らと一緒に食事をすることさえ拒んだのです。パウロはこう論じます。キリス
ト者は、贖われた者としてのアイデンティティをただキリストのうちにのみ持っている。だから、
教会の中で出自や財産や性別によって地位や特権を割り振ることは、福音に反する、と。「ユダヤ
人とギリシア人の区別はなく、奴隷と自由人の区別もなく、男と女の区別もありません。あなた
がたはみな、キリスト・イエスにあって一つだからです。」これらはすべて社会的な区分であり、
「キリスト・イエスにあって」とは教会のことを指しています。ですから、ガラテヤ人への手紙3
章28節は、最も明白な意味で、教会における社会的な関係を指しているのです。ペテロ自身も、
後に、信者をこのように不平等に扱ったことを悔い改め、考えを改めることの模範となりまし
た。ペテロの手紙第二3章15-16節で、彼は「私たちの愛する兄弟パウロ」について語り、「彼のす
べての手紙」の知恵を「聖書」として認めています。

この段落はだれが救われうるかということだけを扱っていて、教会生活には影響しない、と言う
人々もいます。しかし彼らは、この段落が救いについて語っていることを誤解しており、歴史
的・文化的な文脈と、その文言から導かれる帰結を無視しています。25 この段落は、救いを教会
における社会生活と切り離せない形で結びつけているのです。 パウロのすべての著作においてそ
うであるように、キリストにある贖いは、キリストのからだである教会における生活から切り離
すことができません。文化的な文脈も重要です。ガラテヤ人への手紙3章28節は、ユダヤ人の日々
の祈りが伝えていた考え方を退けています。その祈りの中で、祈る者は、自分が異邦人や奴隷や
女に生まれなかったことを神に感謝しました。これらの集団には律法を学ぶ特権がなかったから
です。パウロがこれらの区別を退けるとき、そこから導かれるのは正反対のことです。これらの
集団はみな、教会の実際の生活において同等なのです。みなキリストにあって一つだからです。

ガラテヤ人への手紙3章28節とよく似た並行箇所が、コリント人への手紙第一11章11節です。「し
かし、主にあっては、女は男から切り離されて26おらず、男も女から切り離されてはいません。」
パウロはこれを、次のことを確認している文脈の中で語っています。すなわち、女性も男性と同
じように、教会の公の集会における最も重要な活動――祈り（礼拝の垂直方向の次元）と預言
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（礼拝の水平方向の次元）――を導くことができる、ということです。条件はただ、その際に結
婚もキリスト教倫理も損なわないことだけです。27 したがって、男性と女性は「主にあって」切
り離されていないという言明は、少なくとも教会におけるこれらの指導的な活動に当てはまりま
す。この節の最初の語「しかし」は、ギリシア語では、続く文がこのテキストの最も重要な点で
あることを示唆しています。確かにパウロは、男性と女性に異なる髪型を求めています（11:14-
15）。その髪型が不道徳のしるしと受け取られないためです。しかし、公の礼拝についての彼の最
も重要な点は別のところにあります。彼は、キリストにあって性別によって分け隔てすること
を、はっきりと退けているのです。ですから彼は、男性も女性も祈りと預言によって礼拝を導く
ことを歓迎しているのです。

3.3.4 夫と妻の平等についてのパウロの肯定

結婚についての最も詳しい論述であるコリント人への手紙第一7章で、パウロは12の異なる問題に
ついて、夫と妻にまったく同じ条件、可能性、権利、義務を挙げています。これらのどの点にお
いても、彼は男性と女性に同等の権利を持つ者として語りかけています。パウロは、この平等を
強調するために、左右対称に釣り合いのとれた言い回しを繰り返し用いています。次の12のテー
マがそれをはっきりと示しています。パウロは、夫と妻が互いに属していることを強調しています
（2節）。二人は結婚における互いの権利を持ち（3節）、互いのからだに対して互いに権威を持ち
（4節）、互いに性的な義務を負っています（5節）。二人とも、別れたり離婚したりしないよう求
められています（10-13節）。二人とも、相手と自分たちの子どもを聖なるものとしています（14
節）。二人とも、相手が去って行くなら自由です（15節）。二人とも、相手を救いに導く可能性の
ある影響力を持っています（16節）。二人とも結婚する自由があります（28節）。二人とも、独身
者としてキリストに集中することもできれば（32節と34節b）、既婚者として相手を喜ばせること
に心を向けることもできます（33-34節aと34節c）。パウロは、「夫は自分のからだについて権利
を持っておらず、それを持っているのは妻です」（7:4）とさえ書いています。リチャード・ヘイズ
（Richard Hays）は、これがどれほど革命的なことであったかを的確に指摘しています。「パウロ
は、それまでのあらゆる型を打ち破る結婚観を示している。それは、パートナーが互いに従い合
うことによって結び合わされている関係である。」28

エペソ人への手紙5章21-22節でも同様です。妻が従うことは、はっきりと、互いに従うことの一
部です。二人とも、自発的に、愛をもって互いに従い合うのです。29 パウロは妻たちにも夫たち
にも、互いに相手を優先し、互いに配慮し合うよう呼びかけています。キリストは、妻たちにと
っても夫たちにとっても、すべての信者の模範です（5:2）。パウロがキリストを「かしら（頭）」
と呼ぶとき何を意味しているかを、彼は23節で示しています。彼は「かしら」を、力を込めて
「救い主」と同一視しているのです。「キリストは教会のかしらであり、からだの救い主です。」

キリストは「救い主」として何をなさるのでしょうか。パウロは説明しています。キリストは教会
のために「ご自分を献げ」（5:25）、教会を「養い育て」られます（5:29）。このことは、パウロが
「かしら」を、ギリシア語で一般的な「源」という意味で用いていることを示しています。彼は
ここで、教会にとっての愛と養いの源としてのキリストを指しているのです。30 パウロは夫たち
に、妻の「かしら」として、「かしら」であるキリストの模範に倣うよう呼びかけています。すな
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わち、妻を愛し、養い、大切にすべきなのです（5:25-29）。この大切にし、養う愛こそが、妻が
従うことの動機となります。権威の階層がその動機なのではありません（5:23）。

聖書は、女性が家庭で指導することを支持しています。パウロは、子どもたちとの関係において夫
と妻を同等に扱い（エペソ6:1-2、コロサイ3:20）、妻たちに「家を治める」よう求めています
（文字どおりには「家の女主人であること」、ギリシア語oikodespoteo、テモテ第一5:14）。これ
が家庭における指導でないとしたら、何だというのでしょうか。

3.4 パウロと女性たち――家父長制の擁護者？

パウロが性別の平等をさまざまな仕方で肯定しているにもかかわらず、彼は教会における男性の
支配を擁護しているという考えが根強く残っています。それはいったいなぜでしょうか。何より
も、ごく少数の箇所についての広く知られた解釈のためです。テモテへの手紙第一2章12節（「私
は、女が教えたり男を支配したりすることを許しません」）、テモテへの手紙第一3章とテトスへの
手紙1章（男性の監督だけが規定されている）、そしてコリント人への手紙第一14章34-35節（「女
は教会では黙っていなさい」）です。以下の分析は、これらの節についての一般的な解釈の誤りを
明らかにし、パウロが一貫して性別の平等を擁護していることを示します。

3.4.1 テモテへの手紙第一2章12節

テモテへの手紙第一2章12節は、女性が教えること、あるいは男性に対して権威を行使することを
禁じているのでしょうか。いいえ、実はそうではありません。パウロはテモテへの手紙第一2章
11-12節でこう書いています。「女は、よく従う心をもって学びなさい。私は、女が教えること、
そして［それと結びついて］男に対して権威を僭取することを許しません。」31 文法的には、この
禁止は当時存在していた状況に関わるものです。テキストのどこにも、それが一般的に適用される
べきだとは書かれていません。「私は許しません」という言い回しの動詞は、普遍的な禁止より
も、むしろ現在有効な禁止を示しています。とりわけこの文法形――一人称・現在・直説法――
においてはそうです。

辞書BDAG32（150頁）は、この鍵となる動詞の意味を「独立した権威の立場を僭取する」と定め
ています。新国際訳（New International Version、2011年改訂版）では、正しく「権威を僭取す
る」と訳されています。この動詞が「権威を僭取する」という意味で用いられている用例では、常
に、資格のない者が権威を不当に要求することが問題になっています。この節では、「権威を行使
する」を表す新約聖書の標準的な語は用いられていません。階層の支持者たちの最も重要な本で
さえ、パウロの時代についてのこの鍵となる語の研究の中で、可能な意味として「権威を行使す
る」も「権威を持つ」も挙げておらず、挙げているのは「権威を僭取する」なのです。33 したが
って、パウロは女性が男性に対して権威を行使することを禁じているのではありません。むしろ
彼は、女性が男性に対して不当に権威を僭取することを禁じているのです。そのきっかけは、エ
ペソにおける偽りの教えによる継続中の危機です。

ですからパウロは、二つのこと――女性が教えることと、女性が男性に対して権威を僭取するこ
と――を禁じているのではありません。彼が禁じているのは一つのことだけです。すなわち、女
性が男性を教える権威を僭取することです。この節では、ギリシア語のoudeが、「教える」と「権
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威を僭取する」という二つの要素を結びつけて、一つの考えを表しています。これは、パウロの
この接続詞の用法に典型的なものです。34 では、なぜパウロはこの箇所で、女性が男性を教える
権威を僭取することを禁じているのでしょうか。彼は二つの理由を挙げています。

第一に、女性が教会からの委任なしに男性を教える権威を僭取したとすれば、それは男性に対し
て敬意を欠くことでした。しかし女性は男性を尊重すべきでした。男性は女性がそこから出た源
だからです（2:13。コリント第一11:8, 11-12参照）。

第二に、何人かの女性たちが偽教師たちに惑わされ、サタンに従うようになっていました
（2:14。5:13-15参照）。パウロはすでに、偽教師たちに不当に教えることを禁じていました
（1:3）。ここで彼は、同じように女性たちを制限しているのです。彼女たちは、偽教師たちが惑わ
したとパウロが言っている唯一の集団なのです。

テモテへの手紙第一2章12節でパウロは、プリスキラ（テモテ第二4:19によれば彼女はエペソにい
ました）のようなエペソの女性たちが、正式に委ねられた、あるいは認められた権威を担うこと
を禁じてはいません。何しろ使徒の働きは、彼女がアポロに「神の道をもっと正確に」説明した
ことを、称賛をもって伝えているのです（使徒18:26）。ルカとパウロは、ギリシアの慣習に従っ
て、夫の名を先にしてこの夫婦を紹介しています。アキラとプリスキラです（使徒18:2、コリント
第一16:19）。しかし、二人の活発な奉仕についてのどの段落でも、彼らは――ギリシアの慣習に
反して――プリスキラを先に挙げています（使徒18:18, 26、ローマ16:3）。このことから、彼女が
二人の共同の奉仕において重要な役割、いやむしろ主導的な役割さえ果たしていたことは、ほぼ
確実です。ですから、パウロが同労者を挙げた二つの最も長い一覧（テモテ第二4:19-21とローマ
16:1-16）で、最初にプリスカにあいさつを送っているのも驚くには当たりません。その際、彼は
彼女を、彼がいつも用いている、より敬意のこもった名前の形で呼んでいます。フィベの場合も
同様です。彼女はパウロの使者としてローマ人への手紙を届けました（ローマ16:1-2）。ですから
当然、彼女はこの手紙についてのローマのキリスト者たちの質問にも答えました。こうして彼女
はこの手紙の最初の解説者となり、その際、成人男性をも教えたのです。これらすべてが示してい
ます。テモテへの手紙第一2章12節は、認められた権威を持っていたプリスキラやフィベのような

女性たちが男性を教えることを、決して禁じることはできません。この節が禁じているのは、認

められた権威を持たない女性が、男性を教える権威を僭取することだけなのです。

3.4.2 監督の要件――テモテへの手紙第一3章とテトスへの手紙1章

パウロは、すべての監督が男性でなければならないと規定しているのでしょうか。その反対です。
パウロはすべての信者に、監督になることを目指すよう励ましています。「このことばは真実で
す。だれでも監督の職に就きたいと願うなら、それは立派な働きを求めることです」（テモテ第一
3:1）。ギリシア語で「だれでも」は性別に中立な語です。つまり、扉は男性にも女性にも同じよう
に開かれているのです。 パウロが、女性に禁じられている職を目指すよう女性を励ますでしょう
か。パウロは、「だれでも」が一貫して主語であり続けることをはっきりさせています。彼は5節
で「だれでも」を繰り返していますし、テトスへの手紙1章6節にある監督の要件の並行する一覧
でも、「だれでも」が主語です。ほとんどの翻訳の訳し方とは異なり、テモテへの手紙第一3章1-
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13節とテトスへの手紙1章5-9節にある教会指導者の要件のギリシア語本文には、男性の代名詞が

一つもありません。

では、テモテへの手紙第一3章2節、12節とテトスへの手紙1章6節によれば、監督は「一人の妻の
夫」であるべきだ、という点はどうでしょうか。ギリシア語では、文字どおりには「一人の女の
男」です。このテキストには、単に「男」とあるのではなく、「一人の女の男」とあるのです。こ
の表現全体を一つの慣用句として理解しなければなりません。ある人々は、「男」という一語だけ
を切り出し、恣意的に文脈から引き離すことに固執します。そしてそこから新しい要件を導き出
します。すべての監督は「男」でなければならない、というのです。それは、「ひき逃げ」が犯罪
なのだから「逃げ」も犯罪に違いない、と主張するのと同じくらいばかげています。階層の支持
者も含めて大多数の学者は、「一人の妻の夫」を、一夫多妻の者や性的に不貞な男性が監督の務め
から除外されるという意味に理解しています。35

それでもなお、この箇所はそれに加えて女性をも除外している、と主張する人々がいます。しか
し、この慣用句に二重の意味――一方では一夫多妻の者の除外、他方では監督は男性でなければ
ならないという一般的な要求――を読み込んではなりません。それは正当化できません。同じ論
理を用いれば、複数の語から成るパウロのほかの監督の要件のほとんどが、ばかげたものになっ
てしまいます。すべての監督は、奴隷のいる「自分の家」を持ち、「信じる」ことができ、「威厳
をもって」従うことができる年齢に達した複数の「子ども」を持っていなければならないのでし
ょうか。テモテへの手紙第一3章11節で女性執事の資格が挙げられているのですから、3章12節の

執事の要件にある同じ「一人の妻の夫」という表現が、女性を除外することはありえません。 で
すから、「一人の妻の夫」に、監督は男性でなければならないという要件を読み込むのは、恣意的
で正当化できないことなのです。36

ギリシア語では、男性と女性から成る集団を指す場合に、文法上の男性形を用いるのがごく普通
のことです。37 家父長制を支持するある優れた牧師であり教授である人は、こう指摘しています。
聖書全体を通して、男性に向けられた禁止は、通常は女性にも当てはまる、と。彼はこう説明し
ています。「広く認められているように……男性的な言い回しを用いている規範は、一般に、両方
の性を含むものと解釈されるべきである――それに反する事情がないかぎり。」38 マルコの福音書
10章12節での申命記24章についてのイエスの解釈が、このことを裏づけています。「一人の妻の
夫」に表されている一夫一婦の原則は、男性にも女性にも同じように当てはまります。ちょうど
「あなたの隣人の妻を欲してはならない」（出エジプト20:17）が、隣人の配偶者を欲する男性に
も女性にも同じように当てはまるのと同じです。ですから、「一人の妻の夫」の最も正確で最も文
字どおりの訳は「一夫一婦の」です。この訳は、ギリシア語の男性形が通常は両方の性を含むと
いうことを最もよく表しています。そして、12節におけるこの慣用句の自然な意味をとらえていま
す。

3.4.3 コリント人への手紙第一14章34-35節

ですから、テモテへの手紙第一2章は、すべての女性に、教えることや男性に対して権威を行使す
ることを禁じているのではなく、テモテへの手紙第一3章とテトスへの手紙1章は、女性が長老に
なることを禁じているのではありません。しかし、コリント人への手紙第一14章34-35節は、女性
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に教会で黙っているよう命じているのではないでしょうか。そのとおりです。実際、これは聖書
全体の中で、女性は黙っているべきだという唯一の命令です。これらの節のはっきりとした言明
は、三度繰り返されています――最大限の強調をもってです。「女は教会では黙っていなさい。女
には語ることが許されていません……女が教会で語るのは恥ずべきことです。」35節は、尊敬され
ている女性、すなわち妻に対して、女性が教会で語ることのできる最も正当な形――何かを学び
たいので質問をすること――さえ禁じています。ですから明らかです。この禁止は、教会の公の
集会におけるすべての女性のあらゆる発言に当てはまるのです。それは限定的な制限にすぎない
ものではありません。これは、ユダヤ人、ギリシア人、ローマ人の間に広まっていた、古代世界
の一般的な考え方に合致していました。39 しかし、パウロがこの命令を下したのだとしたら、ど
うして彼が一貫して性別の平等を擁護する者でありえるでしょうか。そうだとすれば、パウロは
――そして聖書そのものも――一貫性がなく、矛盾していることにならないでしょうか。

これらの節は、何世紀にもわたって、すでに初期の教父たちの時代から、学者たちを悩ませてき
ました。というのも、これらの節は、「すべての人」が教え、預言してよいという同じ章の言明
（5節、24節、26節、31節。39節も参照）にはっきりと矛盾しているからです。これらの節はま
た、パウロが女性が預言することを認めている11章5-6節にも矛盾しています。パウロがほかの箇
所でも性別の平等を擁護していることは言うまでもありません。これらの節が謎めいているもう
一つの理由は、「律法」（14:34）という語の用い方が例外的だからです。パウロがほかの箇所で
「律法」を持ち出す場合、彼は常に旧約聖書を引用しています――しかしここではそうしていま
せん。34節の主張とは異なり、旧約聖書の律法は、どこにおいても、礼拝の集会で女性が従うよ

う命じてはいません。まして黙っているよう命じてなどいません。それどころか、律法は何度も、

女性が神のことばを公に告げ知らせるよう励ましているのです。 たとえば詩篇68篇12節（ヘブル
語本文の節番号による）には、こうあります。「主はみことばを告げられる。それを告げ知らせる
女たちは大きな群れ。」コリント人への手紙第一14章34-35節は、そのすぐ前後の文脈において
も、ほかの箇所においても、聖書の教えに矛盾しているので、女性が教会で語ることを無条件に
禁じるこの命令は、二千年近くにわたって読者を当惑させてきたのです。

多くの学者は、コリント人への手紙第一14章34-35節をパウロの命令だと考えています。パウロ
（と聖書）を矛盾のないものにするために、彼らは、三重の沈黙の要求を限定しようとする数多
くの解釈を提案してきました。そのどれもが、テキストの明らかな意味に反しています。彼らは、
禁じられている発言を、特定の種類の発言に限定しようとします。たとえば、預言を吟味するこ
と、礼拝を妨げるおしゃべり、異言、教えること、あるいは預言です。これらの狭い解釈は、テ
キストの中で何の限定もなしに用いられている「黙る」と「語る」という語の広い意味に合いま
せん。また、35節に挙げられている禁じられた発言の例、すなわち何かを学びたいので質問をす
る妻たちにも合いません。35節がはっきりと禁じている、まさにこの種の発言を、狭い解釈は許
してしまうのです！ したがって、「語る」の意味を、預言を吟味すること、礼拝を妨げるおしゃべ
り、異言、教えること、あるいは預言といったことに限定してはなりません。さらに、禁じられ
た発言を限定しようとするあらゆる試みは、この段落にある三重の（つまり最大限の）無条件の

沈黙の要求に反しています。
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ですから、禁じられた発言を限定しようとする試みは、すべて失敗に終わります。それでは、34-
35節を、パウロが同じ章と11章で女性が預言してよいことを何度も確認していること、そしてほ
かの箇所でも性別の平等を擁護していることと、どのように調和させることができるでしょう
か。最良の答えは、これらの節がもともとは33節の後という現在の位置に属していなかった、と
いう発見から得られます。そのことは、最古の写本から明らかになります。「西方型」本文のすべ
てのギリシア語写本では、34-35節は40節の後に置かれています。40 そのほかの写本では、33節の
後に置かれています。写字生がこれらの節を33節の後から40節の後へ、あるいはその逆へ移すこ
とは、まったく異例で、通常ありえないことだったでしょう。

パウロの手紙のどの写本においても、これに匹敵する長さの段落が、はっきりした理由もなく、
これほど遠くへ移された例は一つもありません。それに対して、よく行われていたのは次のことで
す。写字生が、書き写す際にうっかり一語あるいは一文を書き落としたことに気づくと、その本
文を余白に書き足しました。たとえばヴァティカン写本（Codex Vaticanus）には、マタイの福音
書の中に、古いアンシャル体で本文が余白に書かれている箇所が20あります。同じくよく行われ
ていたのが、第二の段階です。新約聖書の写本を書き写す者は、余白に見いだした本文を、自分
が最もふさわしいと考える場所で本文の中に組み入れました。今日でも、修正の入った手紙を打
ち直す秘書が、余白の書き込みを手紙の本文に移すのと同じです。この慣習は、ネストレ＝アー
ラント第28版が裏づけています。ヴァティカン写本のこれら20の余白の本文のうち17が、現存す
る事実上すべてのマタイの福音書の写本において本文の中に入っているのです。ですから、いわ
ゆる「転写上の蓋然性」――つまり、書き写す者が何をした可能性が最も高いかという問い――
は、次のことを支持しています。だれかが、女性は黙っているべきだという命令を、最初にある写
本の余白に書きました。後の写字生たちが、それを33節の後か40節の後のどちらかで本文に挿入
したのです。41 結局のところ、ありふれたことのほうが、ほかに一つも例のないような異例のこ
とよりも起こりやすいというのは、常識が教えるところです。

これは余白の本文なので、その意味は文脈によって定まらず、その目的も見極めにくくなります。
とりわけ私たちには、この余白の本文が、パウロの肯定することを述べているのか、それとも否
定することを述べているのかがわかりません。そのため、この本文は本質的に、神学的あるいは
実践的な議論の根拠としてはより不確かなものとなります。もしかすると、これは、パウロがすぐ
後の文脈で「自分を預言者と思う者」（37節）について語ったときに念頭に置いていた、偽りの預

言なのかもしれません。 パウロが14章34-35節を自分の手で余白に書いたということは、ありそ
うにありません。彼の大きな字では、通常の余白にはそれほど多くの本文は収まらなかったでし
ょうから（ガラテヤ6:11、テサロニケ第二3:17）。もっとも、彼が書記にこの本文を余白に書くよ
う指示した可能性はあります。当時は、女性は公の場で語るべきではないという、圧倒的な文化
的合意がありました。ですから、ほとんどどの読者が34-35節を余白に書いたとしてもおかしくあ
りません。その人は、そうすることによって、すべての人が預言すべきだというパウロの繰り返
しの勧めが女性にも当てはまることを防ごうとしたのでしょう。だれが、なぜ、いつこれらのこ
とばを余白に書いたのかについては、私たちは推測することしかできません。ですから、それが
パウロに由来するのかどうか――そしてもしそうなら、彼がそれに賛成しているのか反対している
のか――は疑わしいのです。したがって、女性は教会で黙っていなければならないというこの命
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令は、規範的な神学や教会の実践を根拠づけるために用いられるべきではありません。実際、聖

書翻訳にとって最も理にかなっているのは、この余白の書き込みを、それがほぼ確実に由来する

場所、すなわち余白に、できれば脚注に置くことでしょう。

これらの節を余白に置くべきだと聞いて、驚く人もいるかもしれません。それが、伝えられてき
た本文の信頼性に対する信頼を損なうのではないかと恐れるのです。しかし、その心配には根拠
がありません。コリント人への手紙第一14章34-35節は特異な事例です。これほど大きな本文のま
とまりが、もっともな説明もないまま、異なる写本でこれほど離れた位置に現れているのは、パ
ウロの手紙の中でこの箇所だけなのです。ですから、ここで余白の本文であることを支持してい
る写本上の証拠は、聖書のほかのどの段落についても同じように余白の本文と見なすことを正当
化するものではありません。

聖書の無誤性42を堅持する学者の大多数は、多くの聖書に印刷されてはいても、もともとは本文に
なかった箇所がいくつかあると考えています。ですから問題は、節を余白に置くことが一度でも
あってよいかどうかではなく、この特定の事例においてそうすることが正当化されるかどうかな
のです。階層の支持者たちでさえ、いくつかの段落――比較的長いものも含めて――がもともと
の本文に属していないことを認めています。その一つが、たとえば姦淫の場で捕らえられた女の物
語です（ヨハネ7:53-8:11）。43 女性は教会で黙っているべきだという命令には、ヨハネの福音書7
章53節-8章11節と多くの共通点があり、それらは、この命令もまた本文に属していないことを示
唆しています。44 女性の沈黙についての段落が後から付け加えられたという想定には、姦淫の女
の物語の場合よりも、さらに多くの明確な証拠があります。45 これらすべての証拠を考えれば、
J・A・フィッツマイヤー（J. A. Fitzmyer）によると「今日の注解者の大多数」がコリント人への
手紙第一14章34-35節を後の付加と見なしていることも、ほとんど驚くには当たりません。そこに
は、ゴードン・フィー（Gordon Fee）のような指導的な福音派の本文批評学者も含まれていま

す。46

もしかすると、パウロはやはり、34-35節を余白に書くよう書記に指示したのかもしれません。そ
の場合、これらの節と彼の教えとの間の矛盾は、次のことを示しています。彼がそうしたのはお
そらく、すぐ後に続く36-37節の叱責の中で念頭に置いていた偽りの預言の内容を書き留めておく
ためだった、ということです。「神のことばは、あなたがたのところから出たのでしょうか」、そ
して「自分を預言者、あるいは御霊の人と思う者は、私があなたがたに書いていることが主の命
令であると認めなさい」。だれがなぜこの本文を書いたにせよ、コリント人への手紙第一14章34-
35節は、ほぼ確実に、最初は余白に書かれたものです。そして、パウロ以外のだれかによる後の
付加である可能性が非常に高いのです。ですから、この箇所は、女性が教会で語ることを禁じる
ための根拠としては疑わしいものです。

3.5 結論

男女の平等についての聖書の言明、そして、男性と並んで、あるいは男性の上に立って権威を行
使するよう神に召された女性についての言明は、明確であり、数多くあります。それらをすべて
否定しようとする人は、雪崩に巻き込まれながら、こう考える人に似ています。「岩の塊も雪の塊
も、一つずつ全部よけてやろう。どれも私には当たらない。」雪崩全体から逃れることはできませ
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ん。同じように、神が与えられた男性と女性の同じ地位と権威について聖書全体が語っているこ
とから、身をかわすことはできません。聖書は、男性にも女性にも、御霊が導かれるとおりに、
またキリストが命じられたとおりに、へりくだって権威を行使するよう教えています。教会生活
における男女の平等についての聖書の証拠は、否定しようがありません。この平等は、上で論じ
た、女性についてはっきりと扱っている箇所に表れているだけではありません。それは、聖書の
あらゆる「互いに」の箇所と、事実上あらゆる命令と励ましを貫いています。聖書の言明と物語
は私たちすべてに当てはまり、神は私たちが、心から、留保なしにそれに従って生きることを望
んでおられます。聖書の教えとは無縁の、人間が作った性別の役割の境界線を越えてしまうこと
を恐れることなしにです。
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4 推薦図書
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Bielefeld, Frauke. Die Sache mit der Rippe: Die himmlische Idee von den Geschlechtern.
Asslar, 2007.

Bushnell, Katharine C. Wach auf Eva! Erkenne die biblische Wahrheit von Gottes
ursprünglicher und unveränderter Absicht der vollen Gleichstellung der Frau. 注 文 ：
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wir Männer wiedergutmachen müssen. Zur Rolle von Frau und Mann. 第4版, 2023. www.hans-
joerg-ronsdorf.de
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4.2 ドイツ語の論文
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Herter, H. 「 Effeminatus 」 . Reallexikon für Antike und Christentum: Sachwörterbuch zur
Auseinandersetzung des Christentums mit der antiken Welt 第4巻（1959年）, 620–650段. RAC.
全31巻. Stuttgart: Anton Hiersemann, 1950–2021.
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Clouse, Bonnidell, and Robert G. Clouse, eds. Women in Ministry: Four Views. With
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Peppiatt, Lucy. Women and Worship at Corinth: Paul’s Rhetorical Arguments in 1 Corinthians.
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Witherington, Ben, III. Women and the Genesis of Christianity. Cambridge: Cambridge
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4.4 英語の論文

Davids, Peter H. “A Silent Witness in Marriage.” Pages 224–238 in Discovering Biblical
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Spencer, Aída Besançon. “Leadership of Women in Crete and Macedonia as a Model for the
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『女性たちよ、私たちを赦してください！』――私たち男性が償わなければならないこと

第4版（2023年7月）、約300頁、ペーパーバック13.80ユーロ。書店でISBN 978-3-9820715-5-8に
より注文できます。または著者に直接ご注文ください。

hj-ronsdorf@t-online.de または：www.hans-joerg-ronsdorf.de
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『女性たちよ、私たちを赦してください！』の短縮版（第3版、80頁）は、ペーパーバックとして
著者から3.80ユーロで、またAmazonのKindle電子書籍として2.90ユーロで入手できます。詳しく
は www.hans-joerg-ronsdorf.de をご覧ください。
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キャサリン・C・ブッシュネル（Katharine C. Bushnell、1855–1946年）は、「私を強くしてくだ
さる方によって、私はどんなことでもできるのです」という聖句を生涯のモットーとした、勇気
ある、賜物豊かな神のしもべでした。彼女は医師であり、宣教師であり、十字架の使者であり、
改革者であり、著述家であり講演者であり、また七つの言語を話し、古代ギリシア語とヘブル語
に精通した、優れた独創的な学者でもありました。ブッシュネルは医学の道を離れ、さらに重要
だと考えた働き、すなわち19世紀の女性運動であったキリスト教婦人矯風会（Woman’s
Christian Temperance Union、WCTU）で指導的な役割を担うことによって、人々の屈辱的な生
活条件を変える働きに取り組みました。女性の聖書的な位置づけは、ブッシュネルにとって大き
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な意味を持っていました。誤訳こそが、女性が社会的にも霊的にも従属させられていることの原
因であるという結論に至ったからです。1896年、彼女はWCTUを離れ、残りの生涯を、女性の完
全な平等という、神の本来の、そして変わることのないご意図についての聖書の真理を書き記
し、伝えるという務めにささげました。

書店または発行者から入手できます：christian@rvbeese.de
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1. Man and Woman, One in Christ: An Exegetical and Theological Study of Paul’s Letters, 2009; Why Can’t
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